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1工業地帯に於けろ清費者の購買慣習
一北 海 道 室 蘭 市 を 中 心 と し て
岡 本 理 一
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1開 題
1「 工業地帯」形成の要因
二般に 「工業」は自然 のあたえる もの,或 は農業,林 業,牧 畜業,漁 業,鉱
業などのいわゆる原始産業か ら産出 された物質,或 はまた工業自身の供給する
・物質一 を加工 し,変 化し,ま た混成することによつて,新 しい生産物 をつ く
りだし,供 給する一種の産業 とされ てい る。 ところで,資本主義が成立す る以
前の手工業にあつては,そ れの発達に適応す る地域をえ らぶ こと,すなわち立
地 とい うよ うなこ とは格別の考慮 をは らうほ どの重要性 を もたなかつ たので
あるが,か の18世紀末葉にお こつた産業革命以後,い わゆる工場制工業が生れ
て次第に発達 をとげてい くに ともない,そ れはいずこの地域で も設け得 るとい
うような ものでな く,必要な諸条件,た とえば広大な土地,多 くの労働力,豊
富で廉価 な原料 と動力,購 買力に富む消費市場一 などをそなえた地域に立地
をみ るようにな り・ここに 「工業地帯」の形成 とい うことが登場す るにいたつ
たの筏ある。
このように,1っ の 「工業地帯」が形成 され,且 つ,そ れが発達を とげてい
くためには,こ れ らを可能な らしめる種 々の要 因がその地帯や周辺の地域に存
在することを必要 とす る。地理学者の所説によれば,一 般に 「工業地帯」は生
産費 を極小な らしめ る地点に設定 され るとい うことであるが,生 産費を構成す
る費目のうち,地域 によつて相違す るものは,主 に輸送費 と労働費であるか ら
結局,そ れはこれ ら両者の最 も小 さい地点に定まるとい うζとになる。 ところ
で,生 産費 を極小な らしめるとい 乏ことは,甚 だ一般的,且 つ,抽 象的な言い
方であるか ら,それの実現に必要 な諸項目,す なわち工業地帯形成の諸要因 を
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あげると次のような ものがある。
〔A〕工業地帯におけ る要因
(1}地形が工業の経営に適応してい ること
今 日の工業は経営規模が次第 に大 きくな り,雇用す る労働者の数 も増加する
傾向にあるが,こ れ らは,必 然,工 場敷地や住宅用地にあて られ る広大,且 つ
平坦な土地 を必要 とするにいた る。また,原 料,資 材や製晶の輸送に便利で・
しか も経費が低廉であるためには,工 場が海岸,湖 岸,河 岸に接して設け られ
ることが望まれ る。 さらに,工 業用水や飲料水 も容易に得 られ る地域で あるこ
とも,近代工業の発達のため,必 要な事柄 となつてい る。
② 多くの労働力が得 られ ること
今 日の工業が経営規模の拡大に ともない,量 的に豊富な労働力を必要 とす る
ことはい うまで もないが,ま た質的にも熟練労働 のほか,不熟練労働 も多く求
めてい る。したがつて,臨 時工的な労働者 や日雇労働者 を容易に求め得 る地域
た とえ ば農家の二,三 男問題で悩んでい るような地方 は,工 業地帯の形成 にと
り,よい条件 をそなえてい るといえる。また,男 子労働者のほか,多 数の女子
労働者が存在す ることも同様の要因 となるものである。
(3}交通が便利であること
今 日の工業はその経営上,多 量の原料,資 材 を必要 とし,ま た製品の販売 も
多量にのぼるため,工 業地帯 としては,こ れ ら物財の購入,販売に ともな う輸
送が円滑におこなわれ,そ の費用 も低廉であることが望まれ る。すなわち,そ
の地帯 を中心 に,周 辺地域 との間に道路,鉄 道,バ スなどの交通網がよ武発達
して,人 も物財 も迅速,簡 便に,し か も,低廉な料金で輸送 され ることを要し
また河川があつて舟運の便 のあるの も望まし く,海岸 に位置して良好な港湾 を
もつ ことも,今 日の工業地帯 を形成す る上に甚だ大切な要因 となるのである。
〔B〕工業地帯周辺地域における要因
(1}原料,資 材の供給があること
今 日の工業 は多量の原料,、資材 を必要 とす るため,こ れの国内産の ものを使
用,消 費す る工業にあつては,そ の生産地かまたは近傍,周 辺の地域において
発達 をみ ることが多い。以前,工 業の経営が小規模に とどまつていた頃は,主
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に原料の生産地でお こなわれた ものであるが,経 営規模が拡大して多量の原料
資材 を必要 とし,そ のうえ,交 通機関の発達によつて廉価に大量輸送が可能 と
な るに ともない,そ れは必ずし も原料の生産地にかぎ らず,か な り離れた地域
において も,他に有力 な要因が存在す る以上,よ く発達をみ るよ うになつた。
しかし,そ れがあま りに も遠 くなることは,た とえば鉱産物,農産物,林産物,
水産物などを原料 として使用する場合に知 られ るとお り,輸送費などの点か ら
望ましい ことでな く,大体,近 くの周辺地域であることを要す る。なお,外 国
産の原料などを使用する工業にあつては,そ れの国内供給地である輸入港所在
の地域 において立地 をみ ることが多い。
② 製品の市場が存在すること
今 日の工業はいわゆ る商品生産 をお こな うものであるか ら,当然,そ の市場
(販路)は 確保 されていなければな らぬが,そ の範囲は生産量の増加に ともな
い,生 産地 を申心 として拡大 されてい く。したがつて,市場が狭小であつた り
拡大の可能性が少い ものは,工 業発達の見込が皆無に等しく,工業地帯の形成
も困難 となつて くる。市場は製品の種類や性質によつて,純 然た る消費市場の
こともあれば,ま た原材料の供給 をお こな う生産財市場の こともあるが,と く
に前者の場合,工 業地帯に近接して豊富な購買力を もづ ことが必要 とされ る。
また市場 は蒐集市場 のこともあれば,分 散市場の こともあるが,と もに強力な
卸売商などの商業機関が存在して,製 品の販路維持や拡張につ とめることが望
まれ るのである。
(3}動力が=豊富に供給 されること
今 日の工業が電力な どの動力を多く必要 とす ることはい うまで もな く,豊富
な原料,資 材や労働力の供給 と相侯つて,そ の発達を促す ものである。したが
つて,工 業地帯 の形成 に とり,その周辺の地域において水力,火 力の発電がお
こなわれ,廉 価,且 つ,豊 富に電力の供給 をみ ることは,今 日,不 可欠 の要件
といえるし,ま た石炭,石 油などの動力用物資が多 く産出,供 給 され ることも
大 きな要因 となる ものである。
以上が,大 体,今 日,「工業地帯」の形成上,ま た発達上,必要な要因の主な
ものであ る。これ を本小稿に関連ある 「製鉄工業」についてみると次項の とお
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りで ある。
2製 鉄工業地帯の形成要因
い うまで もなく 「製鉄」 とは 「製銑」 と 「製鋼」の両者 を指すのであるが,
ともに製造の過程 において,石 炭その他の燃料 を用い るか,或 は電力を使 うか
によつて製法を異にし,同 時にその立地要因に も相違を生ず る。すなわ ち 「製
銑」の場合,石 炭 を用い るものは高炉製銑であ り,電力 を使 うものは電炉製銑
であるし,ま た 「製鋼」の場合,発 生炉ガスその他重油,タ ・一ル,ピ ッチ,天
然 ガス,混 合ガス,コ ークスガスを燃料 とす るものは平炉製鋼であ り,電力 を
使 うものは電炉製鋼であ り,溶銑の高熱を利用するものは転炉製鋼である一
な ど,種 々の製法がみ られ る。 ところで,電 力 を使 う製法は,そ れが廉価,且
つ,豊 富に供給 され る地域や高級鋼 の製造 をお こな う場合にかぎ られていて,
現在,そ の生産能力は さほど大 きくない。今 日にみ る製法の大部分は,石 炭
(コー クス)な どを用い る高炉製鉄 と発生炉ガスにょる平炉製鋼であるが・こ
れ ら両者 はいわゆる 「銑鋼一貫作業」 として連続的にお こなわれ ることが 多
く,別 々に離れ てな され ることは少い。そして,製 鋼工場 は製銑工場の立地に
従属するを常 としてい るため,結 局,製 銑工場 の立地要因によつて,製 鉄業全
般 にわた る立地 が きま り,その工業地帯が形成 されてい くこととなる。 このよ
うな製法上の特色 を前提 としなが ら,そ の要因 となるものをみ ると,次の とお
りである。
田 良質の石炭が豊富に産出 され ること
製鉄法の示す ところによれば,銑 鉄1ト ンを生産するのに,鉄 鉱石約1・8ト
ン,コ ークス約1ト ン,そ の他の副原料 を必要 とし,さ らにコークス1ト ンの
生産に石炭約2ト ンを要す るといわれてい るが,も ともと石炭は相当の重量 と
容積 をもち,製造工程申 にその重量 を失つてしま うものであるか ら,製鉄 にあ
たつては,鉄 鉱石の生産地でお こな うよ りも,石炭の生産地に鉄鉱石 を運 こん
で それ をお こな う方が,経 済的に有利 とされてい る。したがつて,今 日,製鉄
工業地帯 の形成にあたつ℃は,そ の周辺地域 に良質の石炭が豊富に生産 され る
ことが,甚 だ大 きな要因 となつているのである。
{2}施設の完備しtc港湾が存在す ること
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製鉄業 は鉄鉱石の生産地で経営 されることもあるが,上 述の とお り,むしろ
鉄鉱石 を石炭の産地に運 こんで,そ の産地で経営 され ることが多く,と くにわ
が国のよ うに,鉄 鉱石の大半 を輸入に侯 ち,製銑用の粘結炭 を海外か らの輸入
に依存することの多い ところにあつては,その地帯形成にあた り,港湾が存在
して,しか もその施設の整備 されてい ることが大 きな要因 となつてくる。また
販売面 を考慮するとき,製品の移出や輸出の作業が円滑 にお こなわれ るため,
・施設の完備した港湾 をもつことが,そ の周辺地域 に鉄鋼 の消費地 を もつことと
あわせて,甚 だ重要 となるので ある。
図 鉄鉱石 が産出 されること
い うまで もな く,良質にして豊富な鉄鉱石の産出 され る地域に製鉄業のお こ
る可能性の多い ことは,一 応,考 え られ る。しかし,前述した ところによつて
知 られ るとお り,今日,生産地におけ る製鉄は,国 内の石炭供給が不充分な場
合に限 られ ることが多 く,い つ も一般性 を もつ ものではない。 もちろん,鉄 鉱
石の生産地 において,石 炭などの燃料が周辺地域か ら産出され,さ らに他の諸
要因 も存在するな らば,そ こに製鉄業のお こる可能性 は充分に存在するであろ
う。
以上のほか,水 が豊富であるこ と,多 くの労働力が容易に得 られ ること,消
費市場に恵まれてい ること一 一などが製鉄業の場合に必要であるのは,既 述一
般の工業地帯形成の要因におけると同様である。
3工 業地帯と しての室蘭市
今 日,室 蘭市はわが国における有数の工業都市 として発展 をみつつあるが・
他の道内諸都市におけ ると同様,そ の経済的発展 が明治以来の開拓に侯つ もの
の大 きいのはい うまで もな く,と くに最近のそれは,総合開発の進展 によ るこ
と甚だしい。その将来にわた る展望はさてお き,簡単に今 日にい7る までの沿
革 をまず述べてお こう。
史実の示 す ところによれば,室 蘭が社会的重要性 を もつにいたつたのは相当
に古 く,す なわち,今 を去 る360余年前,文 禄2年,松 前藩蠣崎氏の所領 とな
つたが,幕 府はいわゆる蝦夷地 を重視してい るとい う施策の1っ として,慶 長
年間に 「絵靹場所」 を設け,商 人にアイヌと交易 させ てい る。 これによつて
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和人の来往は頻繁 になつた といわれてい る。明治元年箱館府 に属し,同4年 開
拓使の所管 となつたが,同33年絵靹村ほか7力 町村 を合併して 「室蘭町」 とな
し・ こえて大正11年市制施行 によつて 「室蘭市」(当時の人口52,158人)が生れ
たのである。 ところで,こ の間,開 拓のすすむに ともない,交 通,教 育,文 化
行政,厚 生の各方面 にわた る諸施設が次々 とつ くられ,ま た経済的の発展 も徐
々にすすみ,と くに明治25年,北海道炭磧汽船株式会社が室蘭,岩 見沢間に鉄
道 を敷設してか らは,そ の港が石炭の積出港に選定 され,そ の後,港 頭の埋立
荷役施設の築造などによつて,「 室蘭港」 としての素地を着々 と築いて きたの
で ある。そして,同40年今 日の株式会社 日本製鋼所室蘭製作所が設立 され(同
44年操業),また同42年今 日の富士製鉄株式会社室蘭製作所の前身であるところ
　
の北海道炭磧汽船株式会社の 「輪西工事所」が創設 され るにしたがい,港 湾都
市であ ると同時に,「工業都市」 としての性格を もつようになつた。その後,
同所 はわが資本主義の発展に ともない,数 度,経 営主体の変更 をみ一 大正6
年北海道製鉄株式会社 とな り,昭和6年 輪西製鉄 株式会社 とな り,同9年 製鉄
業の合同によ り日本製鉄株式会社 となつた。そして戦後,過 度経済力集中排除
法の指定 によ り分割の結果,同25年富士製鉄株式会社輪西製鉄所,同26年同社
室蘭製作所 となる 一 次第に事業の拡張 をはか り,また設備の充実,技 術の向
上 によって,業 界に確固tる 地位 を築 くよ うになつた。 とくにす ぐる第2次 世
界大戦中 は,両社 とも,軍需品の増産に大 きな力をいたし,ま つた くこの地 を
重工業都市の観 を呈せしめ,人 口 も13万人 をかぞえ るほどになつた。戦後 も既
存設備の更新,製 造方式の改善,外 国メーカー との技術提携などにょって,新
製法の導入をはか り,以て製品の品質 向上につ とめ,広 く世界各国に販路を も
つよ うになつて きた。いま,最 近にお ける両者規模の一班を うかがえば,株式
会社 日本製鋼所(資本金25億円)室 蘭 製作 所 の工 場 建物66,505坪,工場敷 地
328,668坪,従業員数約3,200名,主要設備 として塩基性及び酸性平炉,エルー式
高周波電気炉,熔銑炉,水圧鍛錬機,汽鎚,圧延機,工 作機械な どがあ り,富士
製鉄株式会社(資本金130億円)室 蘭 製 作所 の工 場建物91,405坪,工場 敷地
1,348,050坪,従業員数約8,000名,主要設備 として熔鉱炉,混 銑炉,平 炉,分
塊工場,中 小形工場,線 材工場などがあ る。
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なお,港 湾 の利用 によ る交易 も.さかん とな り,戦 後10余年 を経 た今 日,そ の
出入船舶数(昭 和30年度入港船舶状況一外国船83隻,外航船98隻,内国汽船2,256隻,機
帆船1,415隻,漁船5,910隻,合計9,762隻)におい て,ま7C輸 移 出入貨物 の数量(昭
和30年輸移入数量X,519,842トン,同年輸移出数量5,217,788トン)に おい て,わ が国
屈指 の商港 とな?て い る。 さ らに ・ ここ数年 の間に 函館 ドツグ 株式 会社(資 本
金5億4千 万円)の 室蘭製作所,富 士 セメン ト株式会社(同5億 円),日 本石 油株
式会社(同45億円)の 室蘭製槽所 な どが設 け られ,そ の他 多 くの下請工場 を含 め
て,室 蘭市 は実 に一大工 業地帯 を形成 す るにいた り,も はや今 日では市 内に そ
の土地 を求 め るこ とが至難 となつ てい る実情 で あ る。いま,こ の間の事情 を う
か が う一資料 として,昭 和30年度 にお け る業種別 の工 場数,従 業員数,生 産額
を示 す と次 の とお りで あ る。
L室 蘭市の工 場数従 業員数生 産額 一覧(昭 和30年度)
業 種
」
第 ・ 次 金 属 工 判
機 械 工 業
金 属 工 業
化学薬品及 び化学 製品工業
セ メン ト及 び土石製品工業
食 料 品 工 業1
製 材 木 製 品 工 剰
造 船 工 業
石 油 及 び 石 炭 製 品 工 業
紙 及 び 類 似 品 製 造 工 業
繊 維 工 業
そ の 他 の 工 業1
1工場釧 篠 員数 生 産 額
人
7,726
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?
?
??
3・1371
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
千 円
19,237,580
6,480,481
1,364,557
1,196,585
887,287
655,724
509,049
494,697
194,552
118,012
22,748
1,655
(注)因 に本 小稿 に関連す る若干 の統 計資 料 を示せ ば,昭 和32年4月1日 現在,室 蘭市 の
面 積75.899平方 キ ロ,人 口130,244名,人口密度1平 方 キ ロ当 り1,695名,世帯 数27,962,
財政昭和32年度一 般会計 当初予算1,083,980千円,学 校数 小学校17,中 学 校7,高 等
学 校5,大 学1,交 化施 設図 書館1,水 族 館1,映 画館15,厚生施 設病 院5,保 健所1,
診 療所74一 であ る。
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次 に,室 蘭市が上述 のよ うな製鉄業 を申心 とす る工業地帯形成 にいた る要因
について述べ てお こ う。 これ はすで に述べた 「製鉄工業地帯 」の形成要因 と照
応 す る もので あ るが,具 体的 な事実 につい てみ ると下 の とお りで あ る。
(1}石炭 の産出 について
北海道 にお け る石炭 の理論的埋蔵量 は,通 商産業省 の調 査 に よ れ ば,確 定
2,204,726千トン,推定1,287,027=Fトン,予想5,931,730千トン,合 計9,423,483
千 トンー となつてい て,き わ めて豊 富で あ る。昭和31年度 の生産高 は,日 本
石炭協会北海道支部 の調査 によれ ば14,848,726トンで,炭 種 別 で は,原 料 用
炭3,828,954トン(25.8%),発生 炉 用炭787,508トン(5.3%),一 般 用 炭
9,626,579トン(64.8%),微粉炭605,685トン(4,1%)一 となつ てい る。 な
お,炭 田別 にみ ると,室 蘭市 に近 い 「石 狩炭田」 は11,476,063トンの産 出高 が
あつ て全体 の77・3%を占めてい る。
侶}港 湾施設 につい て
室蘭港 は地形 的に良港 で あ るが,荷 役 などに要す る諸施設 もか な り整備 され
てい る。
まず埠頭 として は 「本輪西 富士鉄 」,「 日鋼 」,「 鉄道」,「 北 荷」,「 中
央」一 な どが あつ て・それぞれ起重機 ・コンベ ヤ ・ー,ロー ダ ー,リ フ トな ど
の荷 役 機械 をそなえ,鉱 石,鋼 材,石 炭 ・土石,木 材,雑 貨 な どの 貨物 を取扱
つてい る。
また繋船岸壁 は 「本輪西」 な ど20カ所 をか ぞえ,そ の申に は 「富士鉄」,「日
鋼」,「 鉄 道」,「 北荷」 のよ うに1万 トン級 の船舶 が容易に繋船 され る もの
もあ る。
さ らに倉庫及 び上屋 は 「本輪西埠頭」(9棟,経 営者栗林商会),「中央 埠頭 」
(4棟,経営者室蘭市)・ 「申央埠頭 」(1棟,経営者日本通運株式会社)・ 「海岸町
公 共物揚場」(4棟,経 営者栗林商会),「 海岸町公共物揚場」(3棟,経 営者日本
通運株式会社),「 海岸町公共物揚場」(3棟,経 営者楢崎産業海運株式会社)
にそれぞれ あつ て,貨 物保管 な どに用い られ てい る。
さ らにまた,油 槽 は 日本石油株式会社 の11基をはじめ10社の ものが あつて,
重油,ガ ソ リン,機 械油,灯 油な どを貯蔵 してい る。
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(3}鉄鉱石 の産出にっいて
北海道の各地には鉄鉱石(主に褐鉄鉱)の 産出がみ られ,昭 和31年度の生産高
は338,500トンで,全 部,富 士製鉄株式会社室蘭製作所で使用 されてい る。ま
7そ の海辺地帯か らは砂鉱の産出 も少 くな く,昭和31年度の生産高は514,000
トンで全国の生産高の60%を占めてい る。室蘭市に近い噴火湾の海岸・一帯か ら
亀田半島にかけて砂鉄鉱が広 く分布してい ることは,そ の製鉄業に甚だ好適な
立地要因 となつてい る。
4勢 働者生活の安定 と醜給組織
一般に工業地帯形成の要因 としてあげ られ るものは,大 体,上 述の とお りで
あるが,さ らに最近における社会的,経 済 的諸情 勢 にかんがみ るとき,そ の
都市の住民,と くに多数の 「労働者の生活安定」 をはか ることが重視 されねば
な らぬ。それは,こ れ ら市民の生活安定が労働意欲の高揚や生産能率の向上 に
大 きく影響し,ひいては生産力 を向上 させる上にあずかつて力があるか らで あ
る。すでに工業都市で ある以上,多 数の工場労働者や種々の労務に従事する臨
時的,日 雇的な労働者が存在す るのはい うまで もなく,ま た港湾荷役 な どに従
事す る労働者 も,老若男女を とわず,相 当の数 にのぼつてい る。概 してこれ ら 、
の労働者 は,工 場の近辺にある社宅や密集住宅に居住し,い わゆ る工場街や細
民街 をつ くつているのであるが,そ の日常生活は,近時にみ る労働組合運動の
進展によ り,漸次,改 善 されつつあるとはいえ,な お,低 賃金,長 時間労働 な
どの低い労働条件下 にある もの も少なか らず,失 業の不安にさらされている も
の もかな り多い実情 にある。しかし,こ のよ うな状態が,究極 において工業生
産の向上に資する ものでない ことはい うまで もな く,また労働者の人間性尊重
とい う見地か ら も一考を要する ものが あるゆえ,こ の際,速 かに必要な方策が
とられねばな らぬのである。
ところで,そ の安定方策 として,種 々の ものがあげ られ ること,周知の とお
りであるが,そ の有力な ものの1っ に,労 働者の口常生活 に必要な物資 を廉価
に供給 し,こ の面か ら実質賃金の確保 をはか るとい うことのあるのは,すでに
認識 されてい ることなが ら,この際,強 く推進せねばな らぬ事柄である。そし
て,こ れが,今 日,工 業地帯形成 の1つ の要因 となつてい ることも新たに留意
一10一 商 学 討 究 第8巻 第3号
を要す る事柄 といわねばな らぬ。それでは・生活必需品の廉価供給 はどのよう
な方法によつて可能 となるか。 これは,結 局,生 活必需品の配給組織 を合理化
して配給費の軽減 をはか り,た とえ商業利潤 は低 くて も,経営の可能な配給機
関 を実現せしめ るよ りほかに道はないであろ う。その配給機関 として,従来の
単独小売商 をとるか,或 は会社資本の経営にかか る 「購買会」の形態によるか
或はまた労働者自身の出資を もつて組織する 「生活協同組合」がよいかは,そ
れぞれの地域の もつ歴史的,地 理的事情や,社 会経済的情況 によつて きま る問
題であろ う。いずれにせよ,労 働者生活の安定のため,良 質にして廉価な商品
を配給し得 る機能 を もつた ものが望ましいのはい うまで もなく,したがつて・
既存の配給機関や配給組織 をそのような機能 を果し得 るものに変 えることや,
ときにはそれに適応する配給機関の設置 も考 え られ るのである。
× × × ×
この小稿は,予 てか ら筆者の着手してい る北海道の 「地域商業」研究の1部
として,本 道の代表的な工業地帯 とせ られ る 「室蘭市」において,上 記のよう
な要因や事項 を考慮 にいれつつ,昭 和32年8月以来,数 カ月にわた り,生活必
需品 を申心 に,消 費者の商品購入先 を調査 した結果 を記述せ るものである。幸
い,北 海道商工部工業課 において,昭 和32年度の事業 として 「胆振地区工業地
帯調査」 を実施す るに際し,筆 者 もその委員 として 「商品流通」の分野 を担当
し,調 査することとなつたので,平 素の研究 とあわせて,こ こに工業地帯にお
ける消費調査 を実施し,室 蘭市における購買慣習の概要 を把握した次第で あ
る。因にこの 「胆振地区工業地帯調査」は,室 蘭市および虻田,幌 別,豊 浦の
各町 を地方経済圏の1単 位 として,こ れ ら地区内における工業ρ発展・経過 の
実態 を究明するとともに,現在,発 展 を助長し,或 は阻害してい る諸要因を,
主 に技術的立場か ら調査,検 討せん とする ものである。そして,と くに立地条
件 を含 めて昭和28年か ら現在にいた るまでの状態 を一般経済の推移 と関連 を保
ちつつ詳細に解明し,以 て本地区工業の振興 をはか る基礎資料 として役立たし
めることを意図している。 この 「消費調査」'の実施 によつて,工 業地帯の特異
性 を示 す多くの資料が得 られ,今 後の合理的な配給組織の確立に資す るものの
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多かつたのは甚だ幸いなことで あつた。
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亜 消 費 者 の 商 品 購 入 状 況
1消 費調査の方法
まず調査方法 として,一 定地域の消費者に質問書 を配付し事実についての記
入 を求 める 「質聞書式法」 をとつた。 これ は,従 来,他 の地域の消費調査にあ
た り・ とつて き7cのと同様の ものである。 その調査書の様式 は下掲(第1表)
の とお りであ り,また質問事項は住所,世 帯主の職業,家 族の構成,商 品別の
購入場所 と購入者,物 価 高について,札 幌市への商品購買動機一 となつてい
て,各 項 目の細部は調査表の とお りである。
次に調査の対象 として,北 海道立室蘭栄高等学校(前身北海道庁立室蘭中学校)
並 に北海道立室蘭清水丘高等学校(前身北海道庁立室蘭高等女学校)の 生徒の家庭
を とつた。 これ ら両高等学校 は ともに創立以来の歴史が古 く,在校生は,大 体
市内を2っ に分けて,そ れぞれの方面で,各 種の職業を もつ家庭か らかな り平
均的に通学 して きてい るので,こ れ に調査表 を配付し,所 定事項の記入を求め
た次第である。そして,調 査表 は両校の第1学 年の生徒に配付したが,そ の枚
数前者に230枚,後者に36b枚,回収数前者172枚(75%),後者301枚(86%)で
あつた。
さらに・消費対象 となつた消費者の職業別一覧表 をつ くると第2表 の とお り
である。 これによると 「会社員」(41.9%)とい う記入が最 も多く,こ れは主
に 日本製鋼所 や 富士製鉄 株式 会社 への勤務 と思われる。 次いで 「公務員」
(15,8%),「商店主」(14.4%)となつてい る。上記 以外の職業の ものが少い
のは第2表 で知 られ るとお りであ る。
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?
?
?????
?
??
?
??
?
?
?
記入者の皆さんへ一
この調査は,室蘭市の商業を振興し,併せて市民の生活を向上してい くため,
必要な資料を得る目的で,実施するものです。面倒なことをお尋ねして恐縮で
すが,趣 旨を諒承の上,御 協力下さるようお願い致します。
整 理
番 号
あなたの
住 所!
室 蘭 市 あ な た の 家の職 業
公務 員,労務者,
工員,教員,会社
員,商店 主,工場
主,農業,その他霧 総 搬 ヒ1暴炎撚 その襲/黎黎響)1
下記の各種の商店にっいて,主 にお宅のどなたが,主 にどこでお買求めにな
り'ますか。最近の分について記入して下さい。但し,買求めた場所は次の番
号をもつて記入下さるよう願います。
買求めた場所 番 号 買求めた場所 番 号
市内の小売店のとき}一___ 1 購買会のとき 6
市内の百貨店のとき 2
　
他の町の商店の とき一 一 一,曾 騨
内地都市の商店のとき8擢 一
17一札幌市の小売店のとき 3 }札幌市の百貨店のとき 4 通信販売のとき19
生活協同組合のとき 5 その他のとき1ユ0
_口 口
口 名 屓求めた場所1買求めた人1{品 名1買 求めた場所 買求めた人
服 地(生地)一 一 一 一一 一
背 広 服_一 一一 一
婦 人 服
:米味一
「
一一 一 一一'一
噌}　 　
醤 油
子 供 股i
'
酒 　一 「
呉 服 ・反 物1,-r皿 砂 糖 i
一 　
一 皿 一一 一 一
野 菜一 1
毛ヤツ艶 纂i 魚 類 1
一 タ ー1 栗 物一
帽 子
_}
菓 子_P-一 一 一一
.文豊 闘具
書 籍
ゴ ム 靴1,
皮 靴1
盃
家 具 類1 雑 誌
物「 スポーツ用齪
一,
時 計 玩 具
ミ シ ンi 理 髪 1自 転 車1 ク リー ニ ング
ラジオ等電 気器具1 {
下の問いに答えて下さい。 (1と皿は該当のものを○印でかこんで下さい)
＼
(問)室蘭市の物価は一般に高いと思 (問)札幌市へ出掛けて商品を買 う理
いますか 由は何ですか
1(答)高 い(札 幌市等に くらべて 皿(答)値段が安い 品物が豊富である
幾%位ですか)% 品質がよい 信用で きる
高 くない ス タイルが よい サー ビスが よい
一 一一 n,一 一 皿 一,,
(問)室蘭市内の商店で販売す る商品
の うち,内地の都市や札幌市にく
(問)室蘭市でとくに安いと思われ る
商品があ りますか,あ るとすれば
皿瞬 ち髪纒 騎嬰誌9写
の品名をあげて下さい。
(答)品 名 瞬 藏野繍飛
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第2表 消 費 者6職 業 別 一 覧
一13一
＼ 人
職霜 ＼警、
学 校 別 人 数
合 計
栄高等学校 晴 水丘欝 学校
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
%
12(7.0)
6(3.5)
17(9。9)
8(4,7)
92(53.5)
20(11.6)
2(1.2)
2(1.2)
10(5.7)
3(1.7)
%
63(21.0)
4(L3)
6(2.0)
13(4.3)
106(35.2)
48(16.0)
3(1.0)
1(0.3)
44(14.6)
13(4.3)
75(15.8)
IO(2.1)
23(4.9)
21(4,4)
198(41.9)
68(14.4)
5(1ユ)
3(0.6)
54(]ユ.4)
16(3.4)
合 計 ・72(・・…)i3・ ・(….・)1 473(100.0)t
2室 蘭市に於 ける商晶購入歌況
「商品別 の購入先」 と 「商品別 の購入者」 をそれぞれ1表 にま とめ ると第3
表,第4表 の とお りで あ る。以下,商 品毎 に説 明し てい こう。
(1)服 地(生 地)
記入数448の うち 「市内の 小売店 」(215)か らの購 入が1最も多 く,次 いで
「市 内の百貨店」(152)か らの購入 が多 くみ られ る。 ただし,室 蘭市 には百
貨店 として株式会社丸井今 井の支店'(従業員100名)が1ヵ所 しかない ので ある
か ら・ この数 はか な りの顧客 を吸収 してい るこ とにな る。 また,地 元 の 「購 買
会」(25)や 「生活協同組合」(18)か らの購入 は,後 述 の食料品 な どに くらべ
る と少い が,元 来,こ れ らの上質 ・高価 な ものは買回品 の性質 を もち,こ こで
は あま り高価 で ない ものが取扱 われてい るた め,このよ うな結果がみ られ るの
で あ る。 したが つて・それ は,決 して購買会や生活協 同組合 の売行不振 を示 す
とい うよ うな もので はない。なお ・ 「札幌 市の 百貨店」(12),「札幌市 の小
売店」(lo)も少 々み られ,若 干,買 回品的性格 の もの もあ る ことを示 してい
る。
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第3表 北 海 道 消 費 調 査一
＼ ＼ 購入先別 市 内 の 1市内 の
＼
_3
商 品 別 ＼__ _1小 売 店1百 貨 店
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
地(生 地)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
ッ
?
?
一 タ ー
ム
具
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ラ ジ オ 等 電 気 器 具
米?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ボ ー
リ ・ 一
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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商 品 別 の 購 入 先 一 覧(室 蘭 市)
(昭和32年9月現在)小 樽商科大学商業学研究室
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第4表 北海道消費調査一商品別の購入者(室 蘭市)
昭和32年10月 小樽商科大学商業学研究室
1
購入者別
商晶別
父 母 兄 弟 姉 妹
1
自分 その他 合計
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次 に・ これ を購 入者別にみ る と・「母」(318)が最 も多 く購 入 して硫 るの は
商品 の用途か らみて当然 の ことで あろ うが,ま た 「姉 」(56)・「父」(34)に
よ る購入 もか な りみ られ る。
(2)背 広 服
記入数312の うち,「町 内の小売店」(154)か らの購 入が最 も多 く,次 いで
「市 内の百貨店」(74)か らの 購入 となつてい る。 地元 の 「購買会」(21)や
「生活協 同組合」(8)か ら少々購 入 されてい るが,こ れ はあま り高価品で は
ない。札幌市の百貨店 や小売店 か らの購入が少 々み られ るのは,市 民が出張 し
たついでに買求 め る ものな どで あろ う。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と・ 「母」(121)の購 入が 「父」(98)のそれ
よ りも多いの は留意 を要 しよ う。 「兄 」(37)の購 入が 少 なか らずみ られ るの
は,用 途上 か らみて当然 の こ とで あろ う。
図 婦 人 服
記入数325の うち,「 市内の小売店 」(152)と 「市 内の百貨店 」(106)か
らの購 入が最 も多 く,百 貨店か らの購 入が非常 に多い こ とは,道 内の他都市 で
もみ られ る共通的 な現 象で あ る とはいえ,注 目に値 しよ う。 これ は,買 回品 と
して の性質 が甚 だ強い こ と,レ デ ィー ・メー ドやイージー ・オ ーダーな どの商
品 を数 多 く取扱 つてい るこ と 一によつて,婦 人 の多数が百貨店 に足 を向 け る
か らで ある。 この こ とは,「 札幌市 の百貨店」(14)か らの 購入 も少々み られ
るこ とにょつて も,そ の間の事情 が よ く察せ られ る。 なお,こ こで も 「購 買
会」(11)や 「生活協 同組合」(7)か らの購 入は少い。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ る と,「母 」(231)の購入が圧倒 的に多 く,「姉1
(61)が次いでい るのは,商 品 の用途上か らみ て当然の こ とで あろ う。
囲 子 供 服
記入数334の うち,「 市内の小売店 」(152)と 「市 内の百貨店」(106)か
らの購入が 多い。 しか し,地 元 の 「購貿会」(25)と「生活 協同組合 」(21)か
らの購 入 もか な りみ られ るの は,近 時,こ れが常用化 せ られてま つた くの必需
品 となつた こ とによ ると思われ る。反対 に,札 幌市 の百貨店や小売店か らの購
入 は甚 だ少い のがみ られ る。
●
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次 に,こ れ を購入 者別 にみ る と,「母」(266)の購入が圧倒的 に多い のは,
当然 の ことで あろ う。他 は 「姉」(17),「父 」(9),「 妹」(9)の 購 入 とな
つ てい る。
(5}呉 服 ・反 物
記入数426の うち,「市内の小売店 」(224)か らの購 入が最 も多 く・次いで.
「市 内の百貨店」(ll3)からの購 入 となつてい る。 市 内の 小売店か らの購入
が,断 然,多 い のは,従 来 か らの顧客 関係,品 質 な どによ る もの と思われ,こ
の こ とは,有 名品 を取扱 う 「札幌市 の 百貨店 」(16)から少 々の 購入が あ るこ
とによつて も,よ く察知 され る。 しか し,「購 買会」(23),「生活 協同組合」
(17)からの購 入が少 なか らず あ るのは留意 を要 しよ う。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(354)の購入が圧倒 的に多い のは当
然 の ことで あろ う。
{6}シヤ ツ等下着
記入数486の うち,「市 内の小売店 」(198)と 「市 内の 百貨店 」(160)か
らの購入が最 も多い。百貨店 か らの購 入が多いのは,売 場 にお け る品種が 多 く
て選択の 自由で あ るこ とや,値段 も正札で買い易い こ とによつてい る。また「購
買会」(59)と 「生活協同組合 」(48)からの購入が か な りの数 に のぼ るの は,
これ らが どこの家庭でで も需 要す る もので あ り,且 つ,値 段 も高 くな く,そ の
取扱い に適 してい るか らで あ る。 これ は,反 面,札 幌市 の商店か らの購入が少
い こ とで もよ く証 され てい る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ る と,「母」(392)の購 入が非常 に多い のは当然
の こ とで あろ う。ま・た 「姉 」(20)のほか,「自分」(22),「父 」(10),「兄 」
(7),「弟 」(2)_一 とい うよ うに,男 子 の 購 入 が 少 々 あ る の は,購 入 の 容
易 なためで あろ う。
働 毛 糸
記入数344の うち,「市 内の小売店 」(165)か らの購入者 が甚だ 多いが,ま
た 「市内の百貨店」(74),「購買 会」(55),「生 活協 同組合」(28)などか ら
の購 入 もかな りの数 にのぼ つてい る。 これ は有 名品 が出回 り,値 段 も,大体,
きまつてい るこ とによ るので あろ う。
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次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「 母」(266)の購 入者が圧倒的 に多 く,
「姉 」(2D,「 自分」(女 生徒,5)の購入が 少 々あ るの は,毛 糸編物 を これ ら
の人々が お こなつてい るた め と思われ る。
(8}セ ー タ ー
記入数305の うち,「 市内の 小売店」(157)か らの購入 が 最 も多 く,次 に
「市内の百貨店」(92)からの購入 となつてい る。 「購 買会」(22)からの購入
が少 々み られ るの は,最 近 ・これ らの もの を多 く取扱 う.ようになつて きたか ら
にほかな ら滋。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(221)の購入が最 も多いの は当然 の
こ となが ら,「姉」(45)の購 入が かな りの 数 にのぼ るのや,「 自分」(11)の
購 入が少 々み られ るのは,い ずれ も購入者本 人の使用 に供 す る もので あろ う。
{9)帽 子
記入数324の うち,「市内の小売店」(199)か らの購 入が最 も多い。次 いで
「市内 の百貨店」(66),「購 買会」(30),「生活協 同組合」(13)によ る購入
の順 となつてい る。帽子 の中で も紳士帽や婦人帽 は市内の専 門店 や百貨店 で購
入 され,学 生帽,幼 児帽,ス キ ー帽 な どは,購 買会や生活協同組合で 購 入 され
てい る もの と思わ れ る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「母」(189)の購 入が最 も多いが,ま た購
入者 自身の着用 を示 すかのよ うに,「自分」(45),「父」(29),「姉 」(23),
「弟」(15),「兄」(12)一一 の購 入 もそれぞれ み られ る。
価◎ ゴ ム 靴
記入数331の うち,「市内の小売店 」(226)か らの購入が圧倒的 に多 く,次
いで 「購買会」(33),「生活協同組合」(31)からの購入が み られ,「市内の百
貨店 」(22)からの購 入 は さほ ど多 くない。 これ は,道 内 にお け る四,五 の有
名 メーカーの ものが 多 く出回 り,ど こで購入 して も値段 に あま り差 がないた め
で あ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(204)の購 入が最 も多いが,ま た
「父」(40),「自分」(16),「弟」(14),「妹」(10),「兄」(9),「 姉」
(5)一一一とい うよ うに,家 族の各人が 買求 めてい るのは,そ の 最寄品性 によ
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る もの とい えよ う。
UD皮 靴
記入数346の うち,「町 内の小売店」(249)か らの購 入が非常に多い 。そし
て 「市 内の百貨店 」(34)からの購 入 は多 くない。 これ は,依 然,「靴 は靴屋 か
ら」 一 とい う人 々の考 え方 に もとず く もので あろ う。 「購買会」(15)や「生
活協 同組合」(9)か らの購入が 多 ぐないの は当然 として も,「札幌市 の小 売店」
(11)からの購入が 少 々み られ るのは,有 名な専 門店 か ら買求 め てい る もの と
察せ られ,注 目を要 す る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ る と,「母」(138)と 「父 」(113)の購 入が最
も多い。母 は自分 の使用 す る ものの ほか,子 供 らの もの を購 入 してい るので あ
ろ う。ま た 「兄 」(35),「自分 」(30)などに よ る購入 は,自 身の 使用 す る も
の を買求 めてい るのであ る。
囮 家 具 類
記入数307の うち,「市 内の小 売店」(168)からの購 入が 多い。 しかし,「市
内の百貨店」(75),「購買会 」(25)などか らの購 入 もかな りの 数 にのぼ つて
い る。 「他の町 の商店」(9),「 生 活 協同組合」(8)か らの購 入 も少 々み ら
れ る。購買会 や生活 協同組合 は市価 よ りも少 し低 廉 に販売 してい るので,売 行
はなか なかよい とい うことであ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と.「母」(212)が最 も多いの は,そ の品 定 め
を主婦 が なすの を適 当 とされてい るた めで あろ う。 しかし,「父 」(103)の購
入 もかな りの数 にのぼ るの は,値 段 の高 い ものが少なか らず,ま た家庭 に長 く
備 え付 け る もので ある ことに もよると察 せ られ る。
働 金 物'
記入数338の うち,「市内の小売店」(251)か らの購 入が 最 も多 く,「市内
の百貨店」(22)からの購入 は多 くない。 そして,「購 買会 」(31),「生活協 同
組合」(2ユ)からの購入 はかな りの数 になつてい る。 これ らは最 寄品 としての
性質上,当 然 の ことで あろ う。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ る と,「母 」(227)による購 入が最 も多 く,「父 」
(68)によるそれは あま り多 くない。
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曲 時 計
記入数281の うち,「市内の小 売店」(204)か ら圧倒的 に多 く購i入され てい
る。 「市 内の百 貨店」(8),「 生活協 同組合」(6),「 購買会 」(5)な どか
らの購 入は少 い。他 の商品 と異 り,「内地 の商店」(15)からの購 入が少 々ある
の は注 目を要 す るし,ま た 「札幌市の小売店」(9)や 「札幌市 の百貨店」(8)
か らの購 入 も少 々み られ るのは,買 回品 として求 め られ,そ の中にはか な り高
級品 も含 まれ てい る もの と察 せ られ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「父」(145)による購 入が最 も多 く,次 い
で 「母」(89)の購入 となつてい る。 また 「兄」(22),「自分」(15),「姉 」
(13)による購入 も少 なか らずみ られ るのは,ど れ も本人 の 使用 する もの を買
求 めてい るので あろ う。
個 ミ シ ン
記入数140め うち,「市内の小売店」(72)からの購 入が 多い。次 いで 「市 内
の百貨店」(20),「購買会」(13),「他 の町 の商店 」(10)からの購 入 となつ
てい る。無記入者 の多いのは,以 前 に購入 してし まつて,最 近それ を買求 めて
いない ために よるので あろ う。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ る と,「 母」(87)の購入 が多いが,ま た 「父」
(42)の購入 もかな りの数 にのぼ つてい る。 「姉」(13)の購 入が 少 々あるの
は ・その用途 に照 して当然 の ことで あろ う。
㈹ 自 転 車 ・
記入数147の うち,「市内の 小売店」(86)からの購入が 最 も多い。 しか し,
「購買会」(20)や 「生活協同組合」(ll)からの購 入 もか な りあるのは留意 を
要 す る。ま た 「他の町 の商店」(5),「 通信 販売 」(5)に よる購 入が 少 々あ
るの も無視 で きないで あろ う。 「市 内の百貨店」(3)か らの 購入 が少 いの は
子供用 の 自転車以外は取扱 つていないか らで あ る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「父」(96)の購入が 多い のは当然で あろ う
が,「母」(24)のそれが少 々あるのは,一 寸,奇 妙 に感ぜ られ る。 「兄」(12)
「自分」(8)の 購入が 少 々あるの は,そ れ ぞれ本人 の使用 に供 す る もので あ
ろ う。
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㈲ ラジオ等電気器具
記入数292の うち,「市 内の 小売店」(187)か らの購 入が 最 も多 く,「市 内
の百貨店」(27)からの購入 はあま り多 くない。 しかし,「購買会」・(21)と「生
活協 同組合」(11)からの 購入が 少 なか らずみ られ るのは,留 意 を要 す る。 こ
れ は有名 なメーカー品 が 格安 に 販売 され てい るためで ある。 「その他」(20)
に よる購 入が意 外に多い のは,小 売店 な どか らの正常ル ー トに よる もので ない
ものの状態 を示 してい るとい え る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「父」(162)の購 入が最 も多いのは当然 の
ことで あ り,ま7C「兄」(28),「自分」(16)の少 々み られ るの も奇異 ではな
い として も,「母」(77)のそれがか な りの数 にのぼ るのは,そ の多 くが 家庭 に
備 付 ける もので あるためによるので あろ う。
⑬ 米
記入数464の うち,「市内の小売店 」(313)からの購入 が最 も多い。また
「購買会」(74)と 「生活協 同組合 」(60)からの購 入 も多いが,こ れは,両 者
と もに米 穀販売 の登録店舗 となつてい るか らで ある。大部分の住民が,地 元 の
商店 その他で購 入 してい るのは,主 食 の性質上 ・当然の ことで あろ う。
次 に・ これ を購入者別 にみ る と・「母」(415)の購 入力狂 倒的 に多い のは当
然 の ことで あ り,ま た 「姉」(14),「自分」(5)の 購 入が 少 々み られ るのは
その代 りをつ とめてい る もの と思われ る。
働 味 噌
記入数463の うち,「市内の小売店」(230)か らの購入が最 も多いが,ま た
「購 買会」(115)と 「生活協 同組合 」(101)からの購 入 もなか なか 多い。要
するに,勤 務先 の関係 で,購 買会 や生 活協 同組合 で購 入で きる ものはそれ に よ
り,然 らぎる ものはゴ般 の小売店 か ら購 入してい るので あ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(400)の購入 が圧倒 的 に多いのは当
然の ことで あ り,そ れ以外では 「姉 」(14),「自分 」(10),「妹」(9)な ど
に よる購 入が少 々み られ る。
⑫o)醤 油
記入数466の うち.「市内の小売店」(232)か らの購 入が最 も多 く,ま た
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「購 買会」(ll5)と 「生活協 同組合」(103)か らの購 入 も相当に多いのは,
前記,味 噌 の場合にお ける と同様で ある。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「母」(407)による購入 が,断 然,多 い こ
と,ま た 「姉」(14),「自分 」(9),「 妹」(9)な どの購 入が少 々 あるの も
前 記,味 噌 の場 合 と同様 で ある。
⑳ 酒
記入数368の うち,「市 内の小売店」(259)か らの購 入が最 も多い。 「購買
会 」(53)と 「生活協 同組合」(37)からの購 入 もかな りみ られ るが,上 記の味
噌,醤 油 ほ ど多 くない。 これ は,そ の必需性 が味噌,醤 油の よ うに大 きくない
ことによるので あろ う。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「母」(275)に よる購入が最 も多いが,ま
た 「父」(41)の購 入 もか な りみ られ るのは,自 か らの飲用 に 供す るために よ
るので あろ う。 また 「姉」(9),「 妹」(8),「自分」(7)の 購 入が少 々み ら
れ るのは,母 の代 りをつ とめてい る もの と察 せ られ る。
囲 砂 糖
記入数463の うち,「市内の小売店 」(220)か らの購入が最 も多い。 しか し
これ も勤務先 の 関係 で,・「購買会」(120)と 「生 活協同組合」(94)か らの購
入 も相 当の数 にのぼつてい る。市内の小売店 の売 行減少が購 買会 や生活協 同組
合の利用増加 によつてお こる とい う1例 が ここにみ られ る。 「市内の百貨店」
(18)からの購 入が少 々あるが,こ の申 には贈答晶用 の もの も少 くないで あろ
う。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「母」(377)の購入が最 も多い のは当然 の
ことで あろ うが,ま た 「姉」(16),「妹」(ll),「自分」(7)な どの 購 入が
少 々み られ るの は,母 の仕事 を代 つて手伝 え る もので あろ う。
㈱ 野 菜
記 入数478の うち,「市 内の小売店」(372)か らの購 入が最 も多い。 しか し
「生活'協同組合」(41)や 「購買 会」(30)でも取扱 つてい るため,そ れ らの 利
用者 もかな りみ られ る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみ ると,「母J(392)の購 入が圧倒的 に多いの は当
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然 の ことで あろ う。 またその代 りや手伝い として 「姉 」(20),「自分」(12)
「妹 」(9)に よる購入 も少 々み られ る。
圏 魚 類
記入数475の うち,「市 内の小売店」(387)か らの購入が最 も多い。前記 の
野 菜 と同様,「生活協 同組合」(38)や 「購 買会ゴ(32)で も取扱 つて い るため
これ らか らの購 入 もか な りみ られ る。
次 に,こ れ を購 入者別 にみる と,「母」(403)の購 入が圧 倒的 に多いが,前
記,野 菜 と同様,「姉 」(18),「自分」(8),「 妹」(4)な どの購入 も少 々み
.られ る。
圏 果'物
記入数482の うち,「市内の小売店」(396)か らの購入が最 も多い。 しか し
「生活協同 組合」(30)や 「購 買会」(31)か らの購 入 もか な りみ られ る のは
留意 を要 する。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「母」(402)による購入が圧 倒的 に多いの
は 当然で あろ うが,ま た 「姉」(18),「自分」(15),「父 」(7)な どの購 入
も少 々み られ る。
②⑤ 菓 子
記入数562の うち,「市 内の小売店 」(339)か らの購 入が最 も多い 。しかし
「購 買会」(ll7)か らの 購入 も相当 の数 にのぼつてい るの は,「 生活協 同組
合」(61)の利用 もか な りあるの と共 に,注 目を要 し よ う。なお,「市内の百貨
店」(28)からの購入 も少 々み られ るが,格 別 に 論議 をす るほ どの もので はな
い 。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(395)による購入 は甚 だ多いが,ま
た 「自分」(24),「姉」(18),「妹」(5)な どが少 なか らず 購入 してい るの
は,そ れ の消費 に照 して当然 の ことと考 え られ,「父 」(14)の購 入 も少 々み ら
れ る。
㎜ 文 房 具
記 入数487の うち,「市内の小売店」(375)か らの購入が最 も多い。 しか し
r市内の百貨店」(38)からの購入が かな りみ られ るの は,そ れが貿 い 易 いた
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めや,他 商品 の 買物 に行つ たと き,つ いで に買 うもの もあるため と察せ られ
る。 「購 買会」(34)や 「生活協 同組合」(25)でも取扱 つてい るのでか な りの
利用 がみ られ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「自分」(189)の購 入が最 も多い のは・生
徒 自身が使用す る もので あるか ら当然 とされ る。 しか し,「母」(150)による
購 入 も多 く,ま た 「弟」(58),「妹 」(48),「兄 」(33),「姉」(32),「父 」
(20)・ とい うよ うに,家 族 の皆 が多少 と も購 入 してい るのが み られ る。
α鋤 書 籍
記入数388の うち,「市 内の小売店」(344)か らの購入が圧倒 的 に多 く,そ
れ 以外か らの購入 はい たつて少 い。す なわ ち,「 市内 の百貨 店」(10),「他の
町 の商店 」(9)か らの購 入が少々 あるの と,「通信販売」(8)に よる ものが
少 しあ る位 の もので ある。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「自分」(エ28)の購 入が多いのは,生 徒 自
身 の参考書 な どを買求 めているためで,当 然 の こととせ られ る。 しか し 「母」
(94)の購 入が 「父」(74)のそれ と共 に多い めは 留意 を要 する。 ま た 「妹」
(61),「兄」(52),「姉」(37),「弟」(17)などの購入が相当 にあるの は,
い ずれ も購 入者 自身 の読書 に供 す る もので あろ う。 、
⑳ 雑 誌
記入数461の うち,「市内の小売店」(416)か らの購入 が,そ の大部分 とい
つて よい 位 多い。 他 は 「市 内の 百貨店 」(13)と 「他 の町 の商店 」(9)か ら
の購入 が少 し ある位で,「通信販売」(6)に よる ものが少 しあるの は,市 内の
書店 で求 め難い もので あろ う。
次 に,こ れ を 購入者別 にみ ると,「母」(129)と 「自分」(128)に よる購
入 が大部分 を占めてい るが,ま た 「父」(68),「兄」(50),「姉」(47),「弟」
(44),「妹 」(36)と い うよ うに,家 族の全 員が,多 少 と も,購 入者 とな
つてい るの は,そ れ ぞれの読む もの を買求 めてい る とみて よいで あろ う。
億③ スポ ーツ用品
記入数320の うち,「市内の小売店」(246)か らの購 入が最 も多い。しかし
r市内の百貨店」(35)からの 購入 もか な りみ られ,地 元 の 「購 買会」(11)
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と 「生活協 同組合」(6)も 少 し利用 され てい る。 また「札幌市 の百貨店」(7)
と 「札幌市 の小売店 」(3)か ら少 々購入 され てい るのは,地 元 の商店 で 求 め
難 い ものではないか と思われ る。
次 に,こ れ を購入者別 にみ ると,「自分」(93)で購入 してい るのが 最 も多い
が,ま た 「母」(72),「父」(56),「兄 」(40),「弟」(35),「姉 」(13),
「妹」(ユo)一 ・とい うよ うに,家 族 の各人 に購 入 され てい る。
(31)玩 具
記入数208の うち,「市内の小売店」(117)か らの購 入が最 も多い が,ま た
「市 内の百貨店」(76)からの購入 も相 当な数 に 達 してい る。 これ ら両者で大
部 分 を取扱 つてい る とみて もよいで あろ う。'
次 に,こ れ を購入者別 にみ る と,「母」(ll8)の購入 が非常 に 多いの は,そ
れ が子供用の もので あ るため・当然 の こと、で あろ うが・ また 「父」(28)のほ
か,「弟」(21),「妹」(15)のよ うな年少者 が か な り購 入 して い る のは留意
を要す る。
(32)理 髪'
記入数381の うち,「市内の理髪店」(217)を利用す る ものが最 も多い が,
また 「生活協 同組合」(34)や 「購i買会」(29)の理髪所 を利用す る もの もかな
りの数 にのぼ つてい る。生活協 同組合や購買会の理髪所 は低 廉な料金 で散髪 な
どをお こなつてい るので,関 係会社の従業員 や子弟 な どは,多 くそ こを利用 し
てい るよ うで ある。なお,「その他」(87)の利用がかな りの数 にのぼつてい る
の は,自 宅で散髪 した りしてい る ものな ど と察 せ られ る。
次 に,こ れ を利用者別 にみ る と,「父 」(157)の利用 が最 も多い が,ま た
「母」(60),「自分」(50),「兄」(37),「弟 」(26),「妹」(20),「姉 」
,
(14)一 とい うよ うに,当 然 の こ となが ら,男 子 の利用の 多い ことを示 して
い る。
(33)ク リーニング
記入数376の うち,「 市内の 店舗」(283)の利用 が最 も多 く,「 無記入」
(101)の相当 に多い ことや 「その他」(66)のか な りあ るこ とを思 うと,そ れ
が大部分 を占めてい る とみて よい。
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次 に,こ れ を利用者別 にみ る と,「母」(225)の利用 が最 も多いの は当然の
こ とで あろ うが,「父 」(73)もそれ に次いで 多 く,ま7C「兄」(28),「自分」
(24),「姉 」(18)などの利用 もか な りみ られ る。
3要 約
以上,室 蘭市にお ける衣料品 関係,食 料品 関係,家 庭用品 関係,サ ー ビス業
関係 な ど,33品目につ き,それ らの購 入先 と購入者 を調査した結果 を略述した。
これ によつてみ る とき,全 体 を通 じて,購 入先 として最 も多 くえ らばれてい る
の は 「市内の 小売店 」で あるが,し かし,1部 の食料品 について は 「購買会」
や 「生活協 同組合 」か らの購入 も甚 だ多 くみ られ,労 働者の 多い 「工業都市」
の特色 の1つ を示 してい る。また 「札幌市の小売店」 や 「札幌市 の百貨店 」か
らの購 入 は,買 回品 的 な性質 を もつ1部 衣料品 に,少 々,み られ る程 度で,多い
とい うほ どの もので はない。いま,市 内の小売店,百 貨店,生 活協 同組合,購
買会並 びに他 の都 市,地 方 の商店 において,主 に どの よ うな商品 が購 入 されて
い るか をみ る と下記 の とお りで ある。
〔1)「市内の小売店 」で非常 に多 く購 入(利 用)さ れ てい る もの
ゴ云靴,皮 靴,家 具i類,金物,時 計,自 転車,ラ ジオ等電気器具,米,酒,
野菜,魚 類,果 物,文 房具,書 籍,雑 誌,ス ヱドーツ用品,理 髪,ク リーニング■
② 「市 内の小売店」 で比較的 多 く購 入 され てい る もの
服地,背 広服,婦 人服,子 供服,呉 服 ・反物,シ ヤツ等下着,毛 糸 ・帽子,
ミシン,味 噌,醤 油,砂 糖
〔3〕「市内の百貨店」で相当多 く購入 され てい る もの
服地,背 広服,婦 人服,子 供服,呉 服 。反物,シ ヤツ等下着,毛 糸,セ ータ
ー,帽 子,皮 靴,家 具類,文 房具,ス ポ ーツ用品,玩 具
四 「札幌市の小売店 」で少 いなが ら購 入 されて 目立 つ もの
服地,婦 人服,皮 靴,時 計
{5)「札幌市の百貨店」で少い なが ら購 入 され て 目立 つ もの
服地,背 広 服,婦 人服,撃ミ服 ・反物,セ ーター,時 計,ス ポ ーツ用品
{6}「生活協 同組合」で相当 多 く購 入(利 用)さ れてい る もの
シヤツ等下着,ゴ ム靴,金 物,米,味 噌,醤 油,酒,砂 糖,野 菜,魚 類,果
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物,菓 子,理 髪.
働 「購買会」で相当多 く購入(利 用)さ れている もの
服地,シ ヤツ等下着,毛 糸,ゴ ム靴,家 具類,金 物,米,昧 噌,醤 油,酒,
砂糖,菓 子,文 房具,理 髪
{8)「他の町の商店」で購入(利 用)さ れてやや目立つ もの
呉服 ・反物,家 具類,時 計,ミ シン,野 菜,果 物,文 房具,書 籍,雑 誌,理
髪ゆ クリーニング
(9)「内地の商店」で購入 されてやや目立つ もの
背広服,婦 人服,皮 靴,家 具類,時 計
趣◎ 「通信販売」の利用 されている もの
呉 服 ・反物,自 転車,ラ ジオ等電気器具,書 籍,雑 誌
これ を通観するとき,室蘭市では,衣 料品関係の商品 については 「市内の小
売店」 と 「市内の百貨店」の両者 で 大 部分購 入 され,ま た食料品関係の商品
については 「市内の小売店」 「購買会」 「生活協同組合」の3者 で購入 され',
さらに家庭用品,文 化用品 については 「市内の小売店」で主に購入 されている
ことが知 られ る。そして,札 幌市の百貨店などで購入 されている ものは,漸次
増加の傾向にある らしいが,現 在,さ ほど多 くない。要 するに 「工業都市」の
特殊性 を反映して,購 買会 と生活協同組合の発展が顕著であるため,他 の都市
とは異る購買慣習を生ぜしめているもの といわねばな らぬ。
皿 生 活協 同組合 と購 買 会
1彦
室蘭市において,労 働者の組織する 「生活協 同組合」 と会社の直営する 「購
買会」の両者か ら購入 される商品が多量 にのぼつていることは,上 述の とお り
であるが,これ らは少なか らず一般の小売商店 と競争関係にたつ もの もあつて
ときにいわゆる 「商業活動の調整」を要する問題 を発生 させている。現に市内
の化粧品小売業者か ら化粧品の廉価販売 をお こなわぬように一 一との申入れが
ある位である。しかし,室 蘭市において,生 活協同組合や購買会が古 くか ら発
達をして き,今 日,広 く利用 されているのには,そ れ相当の理由があることは
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い うまで もない。いま,それ らの主な もの をあげてみ よう。まず 日本製鋼所や
富士製鉄株式会社では多数の労働者を雇用 しているが,そ こでは,お のずか ら
労働者意識が旺盛 となつて,労 働組合運動がさかんになると同時に,生 活安定
のため自か らの手で生活協同組合 をつくることもあれば,また会社に対 し同様
の施設 を求める ものである。そして,会 社は巨大資本の事業体であるため,容
易にそれに応 じて,福 利厚生施設の完備 を期していることが,大 規模な購買会
の設置 をみるにいたる1因 となつてい る。また,こ のような福利厚生施設が先
行しナこため,社 宅街 に小売商店の進出する余地の少なかつたことや,ひ いては
商店経営の近代化がお くれていることなども,反対に,小 売商店や卸売商業の
発達 をお くらせた大 きな理由 となつている。なお,地 理的に商店街の発達する
地域 に恵まれず,そ れが市内の1部 にか ぎられていることも,生活協同組合や
購買会の利用を増加 させる1つ の理 由 としてあげ られ る。したがつて,生活協
同組合や購買会の利用高が増加したため,小 売商の売行が減退することがあつ
て も,直ちに両者の活動 を抑止せん とする方策 をとるのは妥当でない。 とくに
後述の ように,小 売商における経営の合理化がお くれて物価高の現象を生 じて
いるため,生 活協同組合や購買会の利用が増加 していることを思 えば,一 層,
それが強 く感ぜ られるのである。それでは,これ ら両者の主な ものの組織状況
や事業概況 はどのような ものであるか。最近の資料によつて述べ てみよ う。
2生 活協同組合について
(1}日本製鋼所生活協同組合
この組合は,大 正2年,「 日本製鋼所購買組合」 として創立 された もので,
歴史は古 く,規模 も大 きい。創立以来,き わめて順調な発展 をとげて きたが,
かの第2次 世界大戦の間,経 済統制の強化によつて取扱物資の入手 が困難 とな
つたため,昭 和18年8月,解散して,組 合業務の一切を会社に移管した。終戦
後,再 び協同組合 としての組織 をとることとな り,昭和21年6月,産業組合法
によつて 「日本製鋼所購買利用組合」 として再発足し,さ らに,昭 和23年10月
「消費生活協同組合法」の施行によ り,同法に準拠 した協同組合に組織替えし
同24年2月,名称 を 「日本製鋼所生活協同組合」 と変 えて,今 日にいたつてい
る。
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次 に,こ の組合の昭和32年8月1日 現 在 にお ける組織 の状態 をみ る と下記の
とお りで ある。
組合員数2,481名,出資金967万円,1口 の 出資金額50円,1人 平均 出資金
3,900円,理事17名,監 事3名,総 代100名(各 職場を16選挙区に分けて選出)。
任意機 関一 購 買品検査委員理事3名,総 代4名,監 査委員総代25名,主 婦
協 力委員主嬬28名 。
従業員数166名(内 訳,役 付者18名,職員121名,作業員16名,また性別では男子71
名,女子95名)
さ らに,事 業についてみ よ う。事 業 として,「 物資供給事業」が主 要 な もの
で ある ことはい うまで もないが,こ のため,雑 貨店舗4ヵ 所,出 張所2ヵ 所,
魚菜市場9ヵ 所 を設 け,特 約店 として靴4店,時 計4店,ラ ジオ4店,カ メ ラ
1店 ・自転車2店,ミ シ ン1店,電 気器具1店 一一 計17店が ある。 昭和31年度
の供給高 の 総額 は37,817力円で,取 扱品 目別 にみ た 内訳 は下記の とお りで あ
る。すなわ ち,米 穀11,083万円,和 洋酒1,937万円,調 味料食料品罐 詰3,725
万 円,乾 物794万円,菓 子1,853万円,化 粧品小間物943万円,燃 料850万円
家庭用品2,403万円,衣 料3,625万円,紙 文房 具530万円,た ば こ940万円,
注 鮮食料品6,567万円,そ の他2,567万円一 一計37,817万円 となつてい る。
商品 の仕入先 を簡単 に述 べる と,衣 料品 は小樽,東 京,大 阪,食 料品 は地元
札幌,小 樽,家 庭用品 は地元,新 潟一一 の それ ぞれの問屋ま たはメーカーで あ
り・電気器具 は東 芝製品 と三菱電機の もの が入つてい る・野菜 は主 に旭 川方面
よ り仕入れ,鮮 魚 も移入 もの(貨 車による)が 多 くて全取扱高 の60%を占め,残
り釦%は 近海 ものが取扱 われ てい る。なお,組 合員への販売 にあたつて は,掛
売 が多 くて70%を占め,現 金売 は30%となつてい る。掛売代金 は会社 の給料 か
ら差 引 く方法 が とられてい る。月賦販売 も実施 し,ミ シン,電 気洗濯機,既 製
服 な どにつ き,最 長10カ月 を認めてい る。
次 に 「利用事業 」 として は,浴 場2ヵ 所,理 髪所2ヵ 所 が あ り,ま た食堂 を
2ヵ所(会 社構内事務所 と現場)設 けて経営 している。昭和31年度 にお ける.これ ら
施設 の利用者数 は,浴 場234,050人(内訳,大 人149,200人,小人84,850人)理髪所
10,613人(内訳,大 人8,210人,小人2,403人)となつてお り,食 堂の 利用者 は1日
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約700人である。
さらに 「教育事業」 としては,従 業員や組合員,と くに主婦に対 して講習会
や懇談会などをお こない,機関誌発行のような教育宣伝活動 もお こなつている。
以上によつて知 られ るとお り,この生活協同組合は,組 合員数の多いこと,
出資金の1人 当 り平均が3,900円に ものぼつていること,供給事業のほか浴場
理髪所,食 堂などの利用事業 を堅実 にお こなつてい ること,供給事業の店舗数
が多 く組合員の便宜 をはかつていること(無料配達制も実施),1力年の売上高
がまことに大 きい こど一 などは,理 事畏などの経営者が優秀であることとあ
わせて,業 績甚だよく,北海道においては もとよ り,全国的に も,その規模,
経営内容においてす ぐれた もの とい えるのである。
(2}室蘭申央生活協同組合
これは去る昭和29年のいわゆる 「日鋼争議」に際し,労 働組合が2つ に分裂
した とき,前記,日 本製鋼所生活協 同組合か ら分離して別個につ くられ,同30
年5月14日に認可 をうけている。 日本製鋼所のいわゆる第一組合に属ずる人々
を主 に組合員 としているが,地 域組合であるか ら,そ れ以外の人々 も加入して
いる。昭和32年3月31日現在の組合員 は2,095名,出資金は2,715,900円で規
模は大 きい。
供給事業 をみると,主 食配給店舗2ヵ 所,雑 貨店舗5ヵ 所 を もち,昭 和31年
度の全供給高は156,242,111円で ある。また利用事業 としては理髪所 を3ヵ所
設けているが,料 金は大人調髪60円,小人丸刈30円をとつている。
(3〕港南生活協同組合
この組合は,市 内祝津町方面に所在する函館 ドツク株式会社 室蘭製作所,楢
崎造船建設株式会社(築地町),山 陽木材 防腐 株式会社室蘭工場(小橋内町),
開発局修築事務所の各労働組合に所属 する人々によつて,昭 和31年5月に設立
された ものである。 この地区は生活必需品 を販売する商店が少 く,値段 も概し
て高かつたため,日 本製鋼所の生活協 同組合のような ものをつ くつて生活安定
をはかろ うとい うのが,そ の設立の動機 となつている。現在,組 合員 は670名
であるが,地 域組合であるので一般の人々が90名入つている。出資金の総額 は
68万円,支 店 を1ヵ所設 けている。一般の食料品雑貨や衣料品などを取扱つて
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いるが,附 近に商店が少いため,よ く利用せ られ,設 立後まだ 日は浅いけれ ど
も,順調な経営をつずけている。
以上のほか,室 蘭地区労働組合会議の指導で設 けられた 「室蘭地区生活協同
組合」(昭和31年6月認可)が市内の商店街に店舗 を開いている。一般の商店に伍
し平然 と経営しているのは,他 の都市では,一寸,見られぬ事態か もしれない。㌧
3購 買会について
室蘭市において 「購買会」 といえば,す ぐに富士製鉄株式会社のそれを指す
ほど著 名な もの となつているが,こ れは規模,取 扱高,利 用者などが甚 だ大 き
い ことによる もの といわねばな らぬ。よつて,以 下,そ の沿革,事業などにつ
いて述べ ることとする。
〔1〕沿 革
この 「購買会」の歴史は,前 記,日 本製鋼所の生活協同組合 と同様,相 当に
古い。すなわち,既 述の とお り,富士製鉄株式会社の最初の前身が生れたのは
北海道炭膿汽船株式会社の 「輪西工事所」の設置にみるのであるが,こ れが50
トン高炉の建設工事 に着手 した当時,現 場で家庭用の米 を配給したことがあつ
て,こ の業務がいまの購買会の原初的形態 とみ られている。後,大 正2年 頃か
ら従業員の増加に ともない,端 之江社宅入口の建物内で,1カ 月 に3回,米,
味噌,醤 油,砂 糖,チ リ紙,石 鹸などの生活必需品 を,倉 庫係員 などの手で販
売 したが,後 には場所 を現在の輪西配給所の位置に移し,初 めて専任の勤務者
6名を配置,取 扱品の数 も増加していつたのである。大正8年12月,会 社が日
本製鋼所 と合併したため,消 費組合の形態に変 え られ,「 株式会社 日本製鋼所
物品購買販売組合輪西出張所」 と称 したが(当時の勤務者12名),昭和6年10月,
会社が 日本製鋼所か ら分離して輪西製鉄株式会社 となつたので,会 社直営の配
給所になつたのである。そして,同9年2月,八 幡製鉄所 と民間4社の合同によ
つて日本製鉄株式会社が創立 され ると,改 組して引続 き営業し,名 称 を 「購買
会」と言い,米 穀,食 料品,衣 料品,家 庭用品,燃 料など,一 般の必需品 を広
く取扱 うようになつた。その後,社 宅の増加にともない 「配給所」 も増設して
いつたが,戦 時申は申島町の配給所が艦砲射撃 を うけ,倉 庫 を撃破 されて従業
員13名が即死するとい う惨事 もあつた。
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戦後 も,す べて直営の配給所 として経営 され,予 納金制度の開始,運 転資金
の増加,経 営の合理化につとめた。昭和25年,過度経済力集中排除法 によ り,
会社が現在の富士製鉄株式会社 に変 つた後 も引続 き経営して きたが,参 考まで
に当時の売上高 をみ ると,年 間255,225,564円22銭,ま●た勤務者 は配給所 に
158人,日鉄食品株式会社 に46人であつた。続いて同31年6月に予納金制度 を
廃止し,資 金 を3,600万円としtが,最 近は会社業績の向上 にと もない,配 給
所の売上高 も,年々,上 昇し,取 扱品 目も多種にわた り,同様 に取扱高 も増加
の一途をたど り,昭和31年度の売上高 は795,520,016円の巨額 にのぼ り,勤務
者 も昭和32年3月現在で140人をかぞえている。
(2}事 叢
まず配給事業か ら概観していこう。その取扱品が 日常の必需品全部にわたつ
ているのはい うまで もな く,直営で取扱つていない ものは時計,玩 具,ス ポー
ツ用品,楽 器,雑 誌などである。ただし,時計は市内に特約店 を指定している
し,雑 誌 も1部の配給所では口銭 をとることなく,配達までサービスしている
ところがある。
販売方法は現金売 を原則 としているが,通 帳制 もと り入れて,そ の集金事務
を同社内に設け られた 「同潤社」 と称する別働機関にあた らしめてい る。 この
機関は購買会の集金,配 達の事務をお こな うほか,会 社従業員の家庭への燃料
運搬,煙 筒掃除,便 利作業,畑 起 しな どの業務 をお こな うもので,日 々,100
人位の ものがそれ らの仕事にあfつ ている。会社はこの同潤社 に対 し,1・000
万円の支出をしているが,会 社従業員 も1家庭当 り,月70円の負担をすること
となつている。
次 に利用事業 をみると,浴場の経営 と理髪所の設置がある。現在,浴 場 は17
ヵ所設けているが,す べ て無料である。理髪所 は14ヵ所設けてあるが,料 金大
人45円,小人30円で利用 されている。 クリーニングについては特約店制度が と
られている・
(3)商品の仕入 と配給価格
購買会が多数の従業員によつて利用 され,そ の生活安定に資し得 るのは,結
局,取扱商品の仕入が合理的 におこなわれて品種が多 く,且つ,売価 も低廉であ
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る とい うことによつている。それでは,この購貿会ではどの地区で どのよ うな
商品 を仕入れてい るか・またその際の仕入単価はどれ位で,そ れ をどれ位の値
段で販売 してい るか,こ れ らについて述べてみよう。、
商品の仕入先 一 ・
多種類 にわた る商品 を多量 に取扱 つているため,そ の仕入先 を業者名で示せ
ば甚だ多 くなるので,こ こには仕入先の地区別における業者数 と商品名をかか
げるに止める。
a室 蘭 地 区
仕入先52業 者
仕入品 主食,麦,砂 糖,油,酒,洋 酒,乾 物,罐 詰,調 味料,菓 子,パ
ン,茶,乳 製品,塩,た ばこ,麺 類,履 物,薪 ・竹竿,石 鹸,歯 磨,化 粧品
荒 物,金 物,薬 品,小 間物,人 形,陶 器 ∫文房 具,雑 誌,電 気器具,ア イ ロ
ン,自転車,靴,運 動具,フ イル ム
b札 幌 地 区
仕入先18業 者
仕入品 醤油,味 噌,罐 詰,食 用油,酒,茶,酢 の素,菓 子,飴 菓子,洋
品類,か ばん,夜 具綿,化 粧品,履 物,荒 物雑貨,背 広服,既 製服
c小 樽 地 区
仕入先14業 者
仕入品 和装織物,綿 布,毛 布,靴 下等,毛 糸等,既 製服,服 地等,菓 子
家具,荒 物,金 物,薬 品
d函 館 地 区'
仕入先4業 者
仕入品 夜具綿,茶 》金物,履 物
e苫 小 牧 地 区
仕入先2業 者
仕入品 菓子,生 菓子・パン
f北 見 地 区
仕入先1業 者
工業地帯に於ける消費者の購買慣習(岡本)
仕入品 コンロ
9伊 達 地 区
仕入先1業 者
仕入品 飴
h道 外
東京 一 汐 オル,下 着,綿 反物,洋 傘,帽 子,菓 子
青森一 味噌
大阪 帽子
静岡一 茶
新潟一一 化繊服地
商品の配給価格
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取扱品の うち,主 な ものの仕入単価 と販売単価 を,昭 和31年11月現 在で示 す
と下記の とお りで ある。 マージンは,大 体,5%位 とい うこ とで あるか ら,従
業 員への 販売単価 は一般 の市価 に くらべ てか な り低 くな つている。
a食 料 品
品名
?
?
?
醤
胡
?
?
角
〃
?
?
?
ラ ダ
〃
?
?
区分1名 柄・規格・量目1戦1仕 入単価1販 売単価
円
 
?
?
?
油
油
?
?
糖
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鶴 扇
上 物
並 物
番
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瓶 詰
大 白
申 白
双 目
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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18
255
231
ユ09
109
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408
108
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?
?
?
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?
?
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?
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カゴメ
2合瀦 萎
〃 ブル ドツ ク
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?
?
の
治 紅
?
?
〃 〃
リプ トン 〃
MJBコ ー ヒ ー
商 学 討 究 第8巻 第3号
1009罐
白罐 κ
青罐 κ
IP
?
?
?
?
?
21550
195
155
510
830
230
205
165
520
850
ハ9-・ シ ー コ コ ア
バ ン ホ ー テ ン コ コ ア
%
%
〃
〃
380
420
400
450
b衣 料 品
愈 一 」墾 」 名柄・規格・量目
AK#3,500デ シ ン
川紡 ナ イ ロ ン ウー ル1
??
?
?
?
?
〃
キ ヤ ラ
学
別
生
?
?
?
?
?
?
?
?
糸1
コ
服
珍
笠
29×25
#5000W巾50
#53029×30
ニ チ ボ ー
ダ イ ヤ
川 紡 ナ イ ロ ン リ リー
ニ チ ボ ー
ク ロセ ツ ト
三 桃36x42
#10,000
三 桃42×47
#6,000
東 レ#5,6002号
3号
4号
5号
6号
所 恵 比 須2x綾
#8,000
q8×
100A
l日紡 ナ ス ビ44×46・5
単位
ヤ ー ル
〃
〃
封 度
〃
〃
〃
ヤ ー ル
?
?
?
?
?
?
ヤ ー ル
〃
〃
仕入単価1蕨 単価
円円
135・
580
190
1,260
1,260
1,050
rl
,360
80
83
1,200
1,260
1,320
1,380
1,430
350
340
74
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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c化 粧 品
一39一
品名 鴎1名 柄・規格・鮪 陣 位1仕 入単価i蕨 鞭
円 円
香 油 大島椿 大 個 打1,540 145
〃 八重椿 〃 〃1,150 100
乳 液 ジュ ジュ 〃 〃800 75
化 粧 水 明 色 〃 〃740 70
白 粉 モ ナ ユ号 〃 〃1,540 140
歯 磨 ライ オ ン 瓶 入 、
1
〃 〃690 65
〃 サ ン ス タ ー 〃 〃880 80
石 鹸 牛 乳,1〃 〃282 25
〃 花 王 〃 〃240
121
〃 資生堂 花椿大 〃 2,350 25
〃 40エ マ ー ル 〃 37 40
〃 罐入 ワンダ フル3.8K 〃 650 690,
ク リ ー ム ウ テ ナバ ニ シ ング 〃 打820 75
〃 マ ダ ム ジュ ジュ 〃 〃 ユ,190 110
〃 明色 ク リンシ ン 〃 〃1,650 150
ポ マ ー ド Aワ ン(罐 入) 〃 〃1,540 145
〃 柳 屋 〃 〃810 75
〃 メ ヌ マ 〃 〃810 75
香 油 大島椿 小 〃 ワ1,150 llO
I
dそ の 他
区秀
品名 名柄・規格・量目 陣 倒 仕入単倒 販売単価
円 円
脱 脂 綿 509 個 2750一 29
替 刃 フエ ザー 両 刃 枚 6旦 7
靴 墨1コ 。 ンブ ス1 個 打400 35
鉛 筆 、 三菱HB 本 〃500 4
地 下 足 袋 世界長 足 250 270
セ イ ロ 北 星26c血 個 45S 480
一40一 商 学 討 究 第8巻 第3号
セ イ ロ 北星28cm 個 535 560
〃 〃30cm 〃 625 660
ゴ ザ 別 上 枚 175 180
電 球 マツダ2W 個 18 20
〃 〃10〃 〃 42 43
〃 〃20〃 〃 42 43
〃 〃40〃 〃 42 43
〃 〃60〃 〃 42 43
〃 〃100〃 .〃 42 43
障 子 紙
1半紙 判
本 72 75
〃 〃 糸入 〃 50 55
マ ツ チ 家庭用 小型 個 21 22
〃 並(10個入) 〃 16 17
ク レ ン ザ ー1エ ドナ 〃 17並 20
IV室 蘭市 の物価高 について
1物 価高の貿情
北海道の どの都市,ど の地方にいつて も物価 が高い といわれるよ うに,室 蘭
市で も一般 に物価 が高い とい う声が きかれる。それは,本州他府県の都市 にく
らべては もちろん,本 道の札幌,函 館,小 樽な どに くらべて も,多 くの商品の
価格が高い とい う意味の ことであるが,し かし,前 述の 日本製鋼所生活協 同組
合や富士製鉄株式会社購買会などで商品 を購入する場合は,い わゆる内地並み
のことも少 くないか ら,結局,そ れは,小 売商店の販売価格が割高であるとい
うことになつてくる。筆者が昭和32年8月下旬,実 地調査の際,二,三 見聞し
た ことによつて もそれ らのことがよく知 られる。た とえば,室蘭港には,毎 月
250隻位の船舶が入港 しているが,乗 組船員の多 くは・上陸して もほ とん ど・
飲食 をする程度の支出をお こない,身 回品,化 粧品,文 化用品など・本来・必
要 と思われ る ものを買求める もの は少い とい うことである。理 由は・本州の入
港地である横浜や神戸な どの商店街の店舗 にくらべて,室 蘭市の商店の売価 は
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概 して高 く,サ ービス もよろしか らず,店 主,店 員の応対ぶ りの粗野なことな
どが・船員の買物 を避 けしめてい るにある。 これによつて,室蘭市の物価が本
州都市の物価 にくらべて割高であることの1班 が知 られ る。また,物 価高を痛
切に感ず る家庭の主婦か らは,そ れ を引下げるよう,い わゆる物価引下げ運動
をお こなつた こともあるが,た しか に台所用品の鮮魚,野 菜をみて も,種類は
少 く,鮮度は落ち,し か も値段の高い ものが多く,肉類 も安 くない。市内の商
店街に面 した或 る小売市場の売店で筆者が実見した ところでは,豆 腐1丁35円
納豆1っ15円,し らた き1っ35円とい う売価であつたが,こ れは札幌,小 樽に
くらべて,そ れぞれ5円,3円,5円 位の割高 となつている。 さらに この市場
売店での細かい話 をすれば 「がん もどき」を1個6円 で販売していたが,こ れ
な ど札幌の小売市場では,形 の もつ と大 きな もの を1個4円 で販売している一
とは売店従業員の話であつt。 この1例 だけをみて も,道内他都市に くらべて
物価の高い ことが察知 され る。なお,室 蘭地区の労働組合 も労働者生活の安定
のため,共 同でしばしば実情 を調査 し,物価の引下げにつ とめて きている。
以上の ように,室 蘭市では,一 応,物 価の高い ことが察知 されるのであるが
これ を,既 述,消 費調査の際,一 緒 にお こなつた物価調査の結果 についてみる
と第5表 の とお りで ある。
(注)第5表における,北海道立室蘭栄高等学校および同清水丘高等学校の生徒の記入内
容は次のとお りである。
(栄高等学校)
記入のあるもの
内訳一
「高い」と記入
「高 くない」 と記入
記入のないもの
第5表
150
143
7
22
物 価 高
(清水丘高等学校)
263
255
8
38
の 割 合
(合計)
413
398
15
60
譜 竺 記 入 数栄 高 等 学 校1清 水丘高等学校1合 計
0.5%
l
l.5
3
2
2
1
1
4
3
2
番
一42一
2
3
4
5
7
8
ユ0
15
17
20
25
30
40
50以上
商 学 討 究 第8巻 第3号
8
9
?
?
、?
?
?
?
?
?
?
?
?
「
?
「
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「?
??
?
?
?
?
?
←
「?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
態 誘 入例 82 150 232
合 計 」 ・43L2SP398
これ に よつてみ る と,「高い」 と記入 した もの(398)は圧倒 的に多 く,「高
くない」 と記入 した もの(15)は僅少で,「無記入」の もの(60)があるけれ ど
もジ ー般 に物 価の高い ことは よく知 られ る。 また,ど の程 度 に高 いのか,そ の
割合 についてみ る と,5%か ら10%位までの ものが多 く,こ れ を越 えて20%位
とい うもの も少 なか らずみ られ る。要す るに,10%前後高 い とい うの が実情 の
よ うで あ る。
ところで,こ の よ うな物価の高 い こ とは,市 民 の購買 力 をそれの安い他都市
へ流 出 させ るのが経済原則の示 す ところで あ り,そ れ ゆえ,も し近辺 にその よ
うな都 市が あれば,当 然,そ の よ うな事象 がお こつて,市 内の商店 の経営難 を
生 ぜ しめるは ずで あ る。 しか し,幸 か不幸か,近 辺 にその よ うな都市がないた
め,物 価高 は,依 然・そのままの状態で つず き・一 向に是正 され ないので あ る。
解)こ とは・第6表 「札幌市への購買動機」の調査にあ らわれた結果 によつて
如実に知 られ る。すなわ ち,上 述のような室蘭市の物価高にかんがみ・ もし札
響
・{ギ
第6表
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札 幌 市 へ の 購 買 動 機
一43一
＼ 記入別
購入の理由＼
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
〜
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?〉
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
記 入 数
栄欝 学校陣 水丘欝 学校1合 計
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
132
152
13
11
11
13
107
213
243
25
24
21
24
164
幌市 との間が距離的に もう少 し近 く,容易に往復で きるな らば,購 買動機 とし
て 「値段が安い」 とい うのが第1位 にあげ られるに相違ないのであるが・事実
はこれが策2位 にあつて 「品物が豊富である」 とい うのが第1位 の購買動機 と
なつているのは・購入先が主に百貨店や専門店で あ り,購入商品 も買回品が多
い ことによるとはいえ,ま た札幌市までの汽車賃(3等片道400円)と往復 に要
する時間,(片道,普通列車で約3時間半)を考慮にいれ る・とき・相当の高級品や高
価品 を買求 めるのでなければ引合わぬ結果 とな り,このよ うな順位 になつた も
の と察せ られる。したがつて,今 後,札 幌市 との交通が便利 とな り,時間の短
縮 をみ るな らば,「 値段が安い」 ことや 「品物が豊富である」 ことを理由に,
購買力は物価高の地元 を避 けて札幌市へ向 うもの と考 え られ るのである。
さらに,価 格の高い商品 には,い つたい,ど のような ものがあるか。その実
情は第7表 にみ られ るとお りである。すなわち,衣 類,呉 服 ・反物 ・服地(生
地)と い うような繊維製品の値段が高いようである。 これは地元 に有力な問屋
(卸売商)の 甚だ少い ことに一因があるといわねばな らぬ。その事実 は,既述
富士製鉄株式会社の購買会が,取 扱商品の仕入はなるべ く地元の業者か らお こ
な うとい う方針を とつているのに,繊 維品 については・多く小樽市の卸売商か
ら仕入れていることによつて,よ く諒知 される。繊維製品 に次 いで高い ものに
食料品,野 菜,魚 類,家 具類,果 物,肉 類一 一などがあげ られてい る。 これ ら
一44一
第7表
商 学 討 究 第8巻 第3号
価 格 の 高 い 商 品
品 目
?
?
?
?
?
?
?
?
【
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
【
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
【
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
記 入 数
栄高礪 嘱 合計
?
?
?
??
??
??
?
←
?
?
??
「?
?
?
??
??
?
?
3
??
」?
?
?
??
?
??
?
」
?
?
?
?
??
??
?
?
??
「?
?
?
?
?
1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「?
?
?
品
記 入 数.
則 栄高校lx水援1合計
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ッ
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
11
1827
1724
111131
ユ4117
515
213
22
44
11
11
ユ
2
1
1
1
1
35
5 .6
11
24
111175
は,繊 維製品 と同様,日 常生活に密接な関連 を もつ ものばか りであるか ら,記
入者は値段の高いことを痛感するまま,記 入したのに相違ない。魚類の高いの
は近海が凶漁のため,大部分,他 地方の ものを移入していることによる。 この
ことは・い くら他地方で豊漁が み られて も(例,釧路沖のさんま),輸 送の関係
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上,一 定量の ものしか移入 されない ため,値 段は下 らず,運 賃などの諸経費 も
加算せ られて市民の購入価格 を高 くしてい るのである。まだ野菜 も市内や周辺
地域で多 く産出 されず,伊 達町方面の ものや遠 く旭川地方か ら移入 されている
ため,魚 類の場合 と同様,そ の売価は高 くなつてい る。さらに,家 具類,果物,
肉類なども,すべて移入品であるため,他 面における商店経営の合理化不足 と
相侯つて,一 般 に売価 を高めている実惰である。
2物 価高の原因と謝策
最後 に,室 蘭市における物価高の原因 とその対策について考えてみよう。お
よそ1地 方,1都 市における物価が他地方,他 都市のそれに くらべて高低 ある
場合・そこには自然的,社 会的,経 済的ないろいろの原因があつて,同 じく高
物価 といわれ る北海道内の諸都市の問にあつて も,そ の原因に異 るものがみ ら
れ,決 して一様に論断ので きる もので はない。いま,室 蘭市の物価高の原因の
主な もの をあげてみよう。
(1}小売商経営の合理化が足 りない こと
室蘭市は古 くか ら工業都市 として開け,貿 易港 としても発展 して きたため,
自然,商 店は工場労働者,港 湾労働者或 は内外国の船員 を顧客 とするようにな
り,これ らの人々の購買慣習が,従 来,大 ぎつばな ことが多かつたため,商 店
側 にあつて も,長 らくの間,経 営合理化の必要 に気付かず,商 品の陳列方法,
店舗の構造,照 明,接 客態度な どの諸点 において,ル ーズ にな りが ちであつ
た。また これ を指導する機関の側 にあつて も適切な方策をもつてそれ らの近代
化 をはかる指導をせずにすごして きたため,一 層,そ のそ うな傾向を助長して
い るようである。 こQこ とは・同市の商店街 を道内他都市の商店街 と比較 して
一見するとき・上記の諸点でいかに劣つているものの多いかによつて・よく知
られる。 ところで,こ のような商店の経営合理化の不足は,マ ージンを多 くと
つて売価 を高める結果 とな り,それ を軽減して商品の売行増加 をはかる努力 を
忘れ させ,い わば1つ の惰性 として今 日に及んでいるような現状である。
(2〕卸売商業の発達がお くれていること
すでに述べ たとお り,室蘭市の代表的な2大 工場では,そ れぞれ生活協同組
合 や購買会が古 くか ら設け られて きたため,本 来,存 在すべ きはずの小売店舗
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を多数排除してお り,ひいては小売商 を相手 とする卸売商の存在を困難な らし
め る結果 となつてい る。 もしも上記の2大 配給機関に代つて多数の小売商店が
存在していた とするな らば,多 少 とも,各般の業種にわたつて卸売商は生成 さ
れたに相違ないのであるが,生 活協 同組合 も購買会 も多種多量の商品 を仕入れ
ているとはいえ,当 初か ら札幌,小 樽な どの卸売商やメーカーか ら購入して き
たため,地 元では一向に卸売商 は育たず,た とえ生れて も充分な発達は望み難
い状況にある。かの市民が高価格 を訴える繊維製品にして も,ほ とん ど他都市
の卸売商に依存しているため,地 元ではその発達は困難 となつている。 ところ
で,こ の ように卸売商が未発達の状態にあることは,お のずか ら小売商 をして
他地方,他 都市の卸売商か ら仕入 させるにいたることはい うまで もな く,当然
有利な仕入法 がと り難 く,運賃その他の諸掲 も余分に負担することとな り,ひ
いては価格を高か らしめる結果 となつているのである。
(31物価引下げの方策が講ぜ られていない こと
およそ都市の物価があま りにも高 く,ために多 くの市民が生活上の不利をう
けている場合,行 政当局や関係団体がその任務 として,そ の是正をはか る方策
をたて,対 処するのが当然 といえる。ところが,室 蘭市では,市 役所 も商工会
議所 も,物価高で あることは充分に認めてお りなが ら,それの引下げに必要な
方策はほとん どたてず,ま た,前 述の とお り,業者に対する経営合理化の指導
な ども不充分な状況であつた。 もちろん,一 概 に物価高 どいつて も,日本製鋼
所や富士製鉄株式会社の従業員 にとつては,生 活協同組合や購買会でかな り割
安な生活必需品の購入 をしてい るため,他 の職場 の市民ほど物価高 による影響
を身に感ぜずジただ商店街な どで買物 をする際,気 付 く程度の ものであるか ら
上記のような物価引下げについてはあま り積極性を示 さない ことも,方策の樹
立 をお くらせる1因 となつている。 もし も,これ ら両工場の従業員が現在にみ
るよ うな厚生施設が備わ らず,そ のために必需品 を割高で購入しているとする
な らば,或 は世論 を形成して,市 政上,是 正に必要な方策がたて られたか もし
れないのである。すでに物価高に悩める1部 の会社,工 場の従業員が,そ れ に
よる不利を少 しで も避けんため,自 衛的な地域生活協同組合 をつ くつた ことは.
前に述べたとお りであるが,そ れ らが順調な発展 をつずけていることや,組 合
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附近の商店の売価が低下する傾向にあることは,い かに,従 来,小 売商店の売
価 が割高であつたかを証するに足 るもの といえよう噺
(4)生鮮食料品の生産に乏 しいζと
室蘭市においては,と くに生鮮食料品の価格が高いが箔こ.れは他の道内都市
で も,時々,見られ る事象である。い うまで もな く鮮魚,肉類,鶏 卵・,野菜.果
物な どは・市民の日々の生活に不可欠の ものであるか ら,これ ら商品の 価格が
多少 とも割高であることは,心 理約に物価高の事象を痛感 させ ることが大 きい
し・事実・家計上の支出を増大 させ,生 活上にあたえる不利益 は少 くないqこ
こに,い ずれの都市を問わず,生 鮮食料品の価格 を,極力,低 下 させ るに必要
な方策を講 じて・市民生活の安定に資することが要請せ られる。ところが～室
蘭市にあつては,既 述のとお り,これに必要な方策はたて られず,し か も地理
的に地元生産が甚 だ不利な状態 にあるため,そ の大部分 を道内の各地か ら移入
するの余儀な きにいた り,これは商店側にと り,取引条件の不利,運 賃その他
諸 掲の増加,目 減 りや汚損品 の増加などによつて蒙 る経費や損失 を増大 させ,
道内他都市の商店が地元品 を取扱つているのに くらべ・はるか1嘗木 きな不利益
を うけているのである。また,た とえ地元品が生産 されて も,たとえば噴火湾
(内浦湾)近 海で多少の漁獲があつた場合,大 部分は近 くの登別温泉や洞爺湖
な どの観光地旅館や料理店へ,か な り割高で引取 られ ることも,市民の禽所へ
地元産の魚類などが出回 らぬ理由 となつてい る。要するに..他地方の生鮮食料
品に依存することが甚だ大 きく,ま たこれ ら移入晶 を適切 に受入れる卸売市場
や小売市場などの施設の完備していな い ことが,産 地の豊漁,豊 作にかかわ ら
ず低廉な仕入や市民への販売がで きず,反 対 に凶漁,凶 作の場合には直 ちに値
上げの影響をうけるよ うな結果 となつてい るのである。
次 に,そ れでは,「対策」 として どのようなことが考え られるか。それは上
述の諸原因に対応する有敷適切な方策 を講じてい くにあることはい うまで もな
いが・すでに室蘭市における物価高の原因には・相当・根深い もの も存在 する
ゆえ,一 朝一夕で是正するのは容易なことではない。しかし,市 民,と くにそ
の大部分 を占める労働者の生活安定を考えるとき,そ のよ うな状態 をいつまで
も続かしめることは,も とよ り許 されない。したがつて,比較的容易な ものか
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ら,漸次,根 本的な ものの解決にすすむがよい。それ を,上 述の諸原因に対応
してみるとき,_応,次 のよ うにい うことがで きよう。すなわ ち,一面,商 店
経営の合理化や近代化 をはか り,経費の節減,利 潤の低下 につ とめて売価引下
げに向 うと同時に,他 面,市 や商工会議所 において も商店 に対する指導に力 を
注 ぎ,物価高の是正対策を早急に考究,樹 立することが望まれ る。 とくに生鮮
食料品 については,そ の価格が市民の 日常生活に密接な関連 を もつ重要性にか
んがみ∫で きれば市費を もつて 「公設小売市場」のごときを設けて,市 が適当
に指導,監 督 してい くことが強 ぐすすめ られ る。なお,食 料品その他生活必需
品の製造工業 を市の内外に設けることも,と きに物価 引下げに大 きく役立つ こ
と㊥あるのはい うまで もないであろ う。
附.記 ・一 一
(1)この調査は,北海道商工業振興対策委員会の工業地帯調査委員会が昭和32年度の事業
として実施せ る 「胆振地区工業地帯調査」において,筆 者の担当せ る 「商品流通」分野
の1部 に属す る。その全部は近 く別に刊行 される 『胆振地区工業地帯調査報告書』に掲
載す ることとなっている。
(2)この調査のうち,「消費調査」を実施するにあたり,北海道立室蘭栄高等学校長樋口
光映氏をはじめ教諭,生徒の方々,北 海道立室蘭清水丘高等学校長二本木 実氏をはじ 『
め教諭,生 徒の方々が調査表の記入その他に種々協力 くださったことに対 し,厚 くお礼
を申しあげる。また調査表の集計などの事務にっき,小樽商科大学学生深村孝雄,上 野
克己,鹿 熊銑二の3君 の助力をうけたことに対 し謝意を表す る。
㈲ この調査のうち,日本製鋼所生活協同組合,富 士製鉄株式会社購買会の諸事情にっい
ては,両 者の担当役職員の方々から種々教示をうけた。ここに記 して厚 くお礼を申しあ
げる次第である。
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